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静岡地学 75号(1997)

東部支部巡検会の
~伊豆半島西海岸の地層~

JlI平裕昭*

はじめに

平成9年 1月11日に行われた東部支部巡検会

は、約20名余の参加者が賀茂郡賀茂村の黄金崎に

して実施された。午前9時に黄金崎をスタ

トし宇久須のけい石鉱山、

仁科j[[沿いと大きな観察地点5つを回った(地図

1参照)。

おり緩かな冬の日であった。

案内役は、 の藤井恒哉氏及び地元の山

本利興氏にお願いした。この 2人の方には終日大

変お世話になり深く感謝している O 以下主

地点、についてその概要 るO

① 黄金時(地図 1 地図中①
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(賀茂郡賀茂村宇久須) (写真 1参照)

この鉱山は、東海工業株式会社が経営しており、

鉱種は、けい石@明ばん右@耐火粘土等の鉱石が

産出している O この鉱山は昭和 13年3丹、旭硝子

株式会社の原料部門の子会社として当地に設立さ

れ、けい石鉱床の開発を進めると

を実施し、昭和 14年8月からけい砂の生産

始した。

戦後、外国けい砂の輸入全面途絶となり、けい

砂国内自給の機運が増大するに歪り、海岸工場を

昭和24年6月完成した。これと併せて出荷設備の

近代化等を行った。

さらに、昭和 33年4月特粉工場の完成により、

断熱建材用として微粉けい砂の生産を開始した。

その後、採掘の機械化、工場の設備増強を図りつ

つ昭和的年より、建材用けい石の生産を開始し、

昭和 49年9月、 53年4月にそれぞれ山元砕鉱場

いる O

しかし に対応する

き換え

ることとし、平成元年10月をもっマ品比紛l!:)

ガラス用けい砂の供給を終えた。

一方、平成4年8月特粉工場内に農薬用けし

を完成し、供給開始した。

次に、この鉱山の地質及び鉱床についてふれる

ことにする O

近年の伊豆半島成悶の研究では、世界でもまれ

にしか見られない陸地の衝突により形成されたと

いわれている O もともとは伊豆半島とその北東部

東海工芸露株式会社

伊豆事業所栓震国

2 

の丹沢山地は、はるか南方のフィリピン海にあった。持者共、太平洋底のプレートの動きと共に、年

間 5~6 cm の速さで北上し、丹沢山地は約 600~400 万年ほど前に日 し、さらに、

けい石鉱山が出来つつあった。は 200~100 万年ほど前、衝突した。了度この衝突と

けい石鉱床を形成する母岩の大部分は中新世に属する

山岩、玄武岩@石英安山岩及び火山砕屑岩などからなるO

島等の火山岩類であって、緑色化した安

鉱床の発達している範囲内には、

れを部分的に覆う第四紀の火山岩

42 

はなく、緩やかに傾いた前記火 と、こ

2 4 の広さにわたって火
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山性の熱水、噴気、温泉などの作用を受けて変質し、その産物としてけい石、明ばん石の鉱床及びそ

れを囲む粘土帯ができた。これを珪化作用、あるいは熱水変質作用と呼ぶ。

鉱床は、現在稼行されているけい石鉱床の一群、これに隣って伴う明ばん石の一群、さらにこれら

を囲む粘土化帯から出来ているO けい石鉱床は 5ブロック(西豆鉱体、柴山鉱体、八木沢鉱体、八向

鉱体、涼石鉱体)に分かれ分布しているO

③ 浮島海岸(図 lの③) (写真2参照)

浮島海岸付近には断層の露頭が幾つかあり、

察の適地であるO

遊歩道の灯明ケ崎と長這崎の分かれ道をさらに

に進み岬の高台より眺めると、東に小さな海食

洞と落差3CTI1ほどの断層が見える O この海食洞

は断層にそってでき しでできた

ものである O 港の入口にあたる沖の

2参照)でも

によっ

にわれた様子が見られるO この島と陸の

周辺で波の力で浸食され、運ばれてき

(④ (図 1の③及び図3

は るもの」、

(石英安山岩柱状節理)

さ才した4¥さなトンボ口となっている O

し

とし

ている O これらには浅い海底での爆発的な海底火山活動の有様がよく示されている O

また海岸に露出している

ら、激しい波や雨風による浸食作用で部られ、削り取られた

3 夕日スラミ
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4 堂ケ島天窓;悶

この付近は、白

きており、その地下は海水により

きたトンネノレが網の目のようにつ

るO 丸く抜

るO

トンボ口現象

なると、島と

(Tombolo砂州)ができ、

て島へ渡ることができる O
となって歩い

さらに陸繋島(トンボ口)などの特徴ある をつくっている O

中でも は1935(昭和10)年に国の天然記念物として を受け、さらにこの付近

も1937(昭和12)

に知られている O また、

究の好適地となっているO

⑤ 1の⑤)

とし

により絶え

仁科111にそって上流に遡ったこの付近に分布する地層は、伊豆半島では最も

群の下にあるとも考えられている仁科層群の海底火山噴出物の地層である o }I 

で、変質して濃緑色をしている

ができる O

り、そ

、湯ケ

くの採石場付近

どを見ること

この仁料層群の崇石は湯ケ島層群の岩石と比べて質が鍛密で堅く問結しており、色もずっと濃い緑

色である O ここより上流に向かい、白川地区にかけてこのような古い岩石の露頭を見ることができる O

はあるが、今回の巡検会で観察した 5つの場所について概要を報告ししJハんt丸」、}伸

この巡検会でも気付いたことは、自然観察の好適地となっているところが、かなり風化作用と人為

的な環境破壊により消滅しつつあることだ。後者については、我々も十分気をつけていかなければな

らないと思う O
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